
年 4 月 10 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：都府楼前就労支援センター 

実施日程：2024年10月31日

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要:

・福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理の支援。

・障害の方が地域で安心した日常生活が送れるように、契約に基づいた支援。

利用者数：4名

＜目的＞

＜成果＞

日常生活自立支援事業を利用する際はメリットもあればデメリットもあります。本人に浪費癖があったり公共料金の滞納・借

金があったりする場合は効果的です。一気にお金を渡すのではなく、複数回お金を渡すなど、計画的に取り組むことが出来ま

す。日常生活でお困りの方を対象に、福祉サービスの手続きや金銭管理のお手伝いをして、住み慣れた地域で安心して暮らせ

るよう相談・助言・情報提供を行い、サポートしていきます。

A氏：今は実家で両親、姉家族と暮らしているが先々一人になった時に、相談できる場所があると知り安心した。

　　　困り事が起きた時は利用したいと思う。

B氏：子供の教育資金など困った時は相談したいと思う。社会福祉協議会の存在を知れて良かった。

利用者からの意見・評価

住　所 太宰府市通古賀3-13-13 管理者名 松本　玲佳

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 092-408-7388 対象年度 令和7年度(2025年度)

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会　K氏　S氏

・年金や福祉手当等の受領に必要なお手伝い。

・生活費の定期的なお届け、お金の使い方についての相談、助

言。

・福祉サービス利用料や医療費、公共料金や家賃などの支払の

お手伝い。

2025

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

・日常の暮らしに必要な金銭の出し入れを支援し、利用者が安

心して生活を遅れることが出来る。

・自身の代わりに福祉サービスの利用や病院の医療費、公共料

金等の支払いを行うことが出来る。

・第三者の力を借りる事で自己管理が出来る。

事業所名 都府楼前就労支援センター 事業所番号 4001400316

様式２


